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わかやまイベントボード
●おまわりさんの「たそがれコ
ンサート」
　この時期恒例の県警音楽隊に
よるコンサートです。
日時　6 月 26 日（金）
　　　18:00 ～ 19:00
場所　和歌山県立近代美術館・
博物館エントランス広場
参加費　無料
問い合わせ　和歌山県警察本
部・警察音楽隊（073-482-0110・
海南警察署内）
備考　警察事象や天候等により
行事が中止や変更になる場合が
あります。

●昆虫の標本を作ろう
　小学生以上が対象です。事前
申込みが必須。
日時　6 月 27 日（土）
　　　9:30 ～ 11:30
場所　和歌山市四季の郷公園・
ネイチャーセンター
参加費　無料
定員　40 名（申込み先着順）
対象　小学生以上
問い合わせ・申込み　四季の郷
公園（073-478-3707）
備考　虫捕り用の網を持参くだ
さい。雨天時は説明会を実施。

●はじめての男女共同参画エキ
スパンダー養成講座  in 和歌山

　様々な分野でリーダーとなる
人材（エキスパンダー）を養成
する連続講座。今年度はファシ
リテーション、情報リテラシー、
プランニングを学びます。
日時　7 月 4 日（土）
　　　10:00 ～ 15:00
場所　りぃぶる会議室 A（和歌
山ビッグ愛 9 階）
講師　鳥渕朋子さん（アクト研
究室代表）
参加費　無料（事前申込み必要）
問い合わせ・申込み　和歌山県
男女共同参画センター（073-43
5-5245・FAX  073-435-5247・
メール libre@sirius.ocn.ne.jp）
備考　一時保育は 6 月 24 日締
切。8 月 1 日・22 日も開催。

●パワハラ対策研修会
　パワハラの現状・課題、職場
づくりなどを考えます。
日時　7 月 11 日（土）
　　　13:30 ～ 16:30
場所　プラザホープ 4 階ホール
参加費　無料（事前申込み必要）
和歌山県労働政策課ウェブサイ
トから申込書をダウンロードし
て必要事項を記入し送付。
締切　6 月 23 日（ただし 60 名
に達し次第締切）
問い合わせ　和歌山県労働政策
課（073-441-2791）

和歌山を創る新聞
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和
歌
山
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お
い
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１
９
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造
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伸
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な
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現
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で
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経
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歌
山
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迷
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。

　

そ
こ
で
「
創
生
総
合
戦

略
」
で
は
、
今
後
５
年
間

で
４
０
０
０
人
の
雇
用
を

確
保
す
る
こ
と
と
し
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起

業
者
向
け
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資
制
度
の
充

実
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創
業
支
援
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ン
ト
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チ
ャ
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業
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拡
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な
ど
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に
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け
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新
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起
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運
を
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め
る
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策
を
打
つ
計
画
を
立
て

て
い
ま
す
。

　

和
歌
山
県
は
先
日
、「
和

歌
山
県
ま
ち
・
ひ
と
・
し

ご
と
創
生
総
合
戦
略
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を

策
定
し
、
公
表
し
ま
し
た
。
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業
の
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が
柱
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つ
と
し

て
挙
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ら
れ
て
い
ま
す
。

和
歌
山
県
か
ら
の
人
口
流

出
を
防
ぐ
た
め
に
は
働
く

場
所
の
確
保
が
重
要
な
ポ

イ
ン
ト
の
ひ
と
つ
。
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め
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け
る
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開
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均
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え
る
水
準
に
引
き
上

げ
る
こ
と
を
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て

い
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す
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和
歌
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あ
り
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す
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０
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０
０
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か
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ま
す
。
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要
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つ
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中
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業
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÷
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用
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収
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収
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成
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　地元をよくするために、私たちは何をすべきなのでしょうか。地元をよ
くするために何かしたいけど何をすれば良いのか分からないというあなた
に向けて、あなたの地元、ここ和歌山の地域課題をデータを用いて見える
化していきます。毎回異なるテーマ（分野）を取り上げ、地元の課題を端
的に表すデータをご紹介します。

あなたの「ほっとけない」が見つかる
これからの社会貢献 100

何が課題？数字でみる和歌山県 Theme15　「起業」

　地元力財団では「地元に対する想いを寄附に
託す」という新しい寄附の “カタチ” を提案し
ています。寄附はもちろん、明日からできる「あ
なたらしい」社会貢献のカタチを紙面で紹介し
てきました。当財団では「社会貢献支援相談窓
口」を開設し、個人や団体、企業のみなさまの
地元に対する想いをカタチにしていくお手伝い
をしたいと考えています。
　また、昨今の社会貢献意識の高まりを受け、
遺産を地元のために活かしてほしいという声や
ニーズはますます高まってきています。地元の
課題が多種多様になるなか、それらの声に応え
る新しい仕組みが求められています。
　公益財団法人わかやま地元力応援基金では、

「遺産を地元のために提供したい、寄附したい、
活用してほしい」という想いと、大切な遺産を
地元の市民公益活動団体へとつなぎ、活用して
いくための相談を受け付けています。

■ お問い合わせ先
　公益財団法人わかやま地元力応援基金「これ
からの社会貢献 100」係
　〒640-8331　和歌山市美園町 5-6-12
　TEL　073-428-0011　FAX　073-428-0012
　E-mail　info@jimotofund.jp

Editor's Voice

　前回のこのコーナーでは認定 NPO 法人について
取り上げました。今回はいま注目を集めている「休
眠預金」の活用による「民で民の活動を支える取り
組み」についてご紹介します。

◆　　　　◆　　　　◆
　金融機関で 10 年以上なんの動きもない預金口座
は「休眠預金」と呼ばれ、一般の預金とは区分され
ます。休眠預金になる前に口座名義人には通知がな
されますし、申請をすればもちろん入出金等の対応
はしてもらえますが、金融機関に転居届が出されて
おらず通知が届かなかったり、本人確認が現在より
も緩い時期に、勝手に家族が口座を開設したり、と
いった理由で、放置状態になる預金は毎年数百億円
にのぼるとされています。
　これまで「休眠預金」は税制上の要請から各金融
機関が収益として計上していましたが、もともとは
市民の預金。この資金を公益的な活動に活用しては
どうか、という議論が出てきました。外国の事例を
参考にしながら休眠預金の使途を検討する民間発の

「休眠口座国民会議」が結成されました。国会でも
超党派による「休眠預金活用推進議員連盟」が法案
を検討。互いに議論が進められ休眠預金活用に関す
る法案が今国会に提出される見通しになりました。

◆　　　　◆　　　　◆
　休眠預金は活用方法が法律で規定される見通し。
現段階の法案骨子によると、休眠預金は預金保険機
構に移管後に「指定活用団体」に交付。指定活用団
体は全国の資金分配団体（財団・社団・NPO・NPO

バンク等）を通じて地域の NPO・ボランティア団
体等に助成・貸し付けをおこなうこととしています。
活用目的は、①生活困窮者等の日常生活、社会生活
が困難な方の支援、②子ども・若者の支援、③地域社
会の活力の低下、社会的困難な状況に直面している
地域の支援、④その他政令で定める事業に限定。ま
た、民間の創意工夫を活かすとともに民間による資
金調達活動の支援にも活用することとしています。

◆　　　　◆　　　　◆
　制度施行まではまだしばらく時間がかかりますが

「行き先がないお金」を「意思ある資金」に替える
この取り組みがどう地域に根付くか注目です。

NPO  紙上講座（11）　NPO を取り巻く環境④

　

ま
た
、
今
後
も
進
行
が

想
定
さ
れ
る
少
子
高
齢
化

や
、
介
護
保
険
や
医
療
保

険
制
度
の
改
定
な
ど
、
社

会
を
取
り
巻
く
状
況
の
変

化
に
対
応
し
た
事
業
者
の

創
出
も
必
要
に
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っ
て
く
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も
の
と
思
わ
れ
ま
す
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取
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既
存
の
企
業
の
枠
組
み

で
は
ま
か
な
い
き
れ
な
い

地
域
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た

事
業
を
展
開
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ

だ
け
で
は
な
く
、
現
在
経

済
産
業
省
を
中
心
に
議
論

が
進
め
ら
れ
て
い
る

「
ロ
ー
カ
ル
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
法
人
（
Ｌ
Ｍ
法
人
・
仮

称
）」
も
注
目
す
べ
き
動

き
と
し
て
挙
げ
ら
れ
ま

す
。

　

Ｌ
Ｍ
法
人
は
、
地
域
の

公
共
交
通
や
小
売
業
、
福

祉
事
業
な
ど
、
小
さ
な
地

域
で
は
各
々
が
単
独
の
事

業
体
と
し
て
運
営
す
る
の

は
困
難
だ
っ
た
事
業
を
、

地
域
住
民
等
を
主
体
と
し

た
法
人
格
で
一
括
し
て
運

営
す
る
こ
と
が
想
定
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

例
え
ば
観
光
客
向
け
の

産
直
店
で
挙
げ
た
収
益

を
、
採
算
性
の
低
い
公
共

交
通
や
福
祉
事
業
に
再
投

下
す
る
な
ど
、
ス
ケ
ー
ル

メ
リ
ッ
ト
を
活
か
し
た
運

営
が
で
き
、
地
域
の
自
立

に
つ
な
げ
よ
う
と
い
う
も

く
ろ
み
で
す
。

　

ま
た
他
県
で
は
地
域
の

自
主
組
織
に
よ
る
課
題
解

決
型
の
住
民
自
治
を
図
る

「
小
規
模
多
機
能
自
治
」

と
呼
ば
れ
る
仕
組
み
が
根

付
き
始
め
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
今
後
、「
地

元
を
よ
く
し
た
い
」
と
い

う
想
い
が
込
め
ら
れ
た

様
々
な
組
織
の
立
ち
上
げ

が
予
想
さ
れ
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
起
業
を
サ
ポ
ー
ト

す
る
仕
組
み
を
官
・
民
が

持
つ
こ
と
も
必
要
に
な
る

も
の
と
見
込
ま
れ
ま
す
。

行
政
で
し
か
で
き
な
い
こ

と
、
民
間
で
も
で
き
る
こ

と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
強
み
を

活
か
し
た
支
援
が
進
め
て

い
き
た
い
で
す
ね
。

　

和歌山初！県内全 NPO
法人対象のアンケート
からみる和歌山県内
NPO 法人の姿とは ?!

頒価 500 円（税込）

県庁前・
宇治書店様
でも取扱中！

人口 100 人あたり起業者数

出典：2012 年就業構造基本調査
TOP5 と和歌山・近隣府県を抜粋

1. 東京都　　1.90 人
2. 神奈川県　1.30 人
3. 埼玉県　　1.29 人
4. 群馬県　　1.25 人
5. 山梨県　　1.22 人
6. 大阪府　　1.20 人
7. 徳島県　　1.19 人
22. 京都府　  0.98 人
23. 兵庫県　  0.96 人
34. 奈良県　  0.88 人
36. 三重県　  0.87 人
37. 和歌山県  0.84 人
43. 滋賀県　  0.76 人

わかやま地元力応援基金
「チャレンジファンド」の
ご案内

　高校卒業後 90% の若者が県外に出て行ってしまう和歌
山県において、チャレンジ精神のある若者は貴重な資産
です。そうした若者がチャレンジ精神を持って何かに取
り組もうとしても、人脈や情報がなかったり、資金がな
いといった問題に直面することがあります。
　そうした問題を一緒に乗り越えていけるよう支援する
ことが「チャレンジファンド」の目的です。

■ 自らチャンスをつかむ意欲のあるチャレンジャーを募
集しています。
■ NPO でも企業でもなく、実行委員会形式で活動してい
る任意団体や個人で何かチャレンジしたい人も申請でき
ます。
■ 随時募集。公開プレゼンテーションで、自分のやりた
いチャレンジを紹介いただき、選考会で審査します。 

■ 本ファンドへのご寄附も募集中。わかやま地元力応援
基金までお問い合わせ下さい。なお、本ファンドへのご
寄附は税制上の優遇措置の対象となります。

休眠預金 約 800 億円 / 年

休眠預金活用までのフロー
（休眠預金活用推進議員連盟による法案骨子より作成）

※1 休眠預金の発生額は年により異なります
※2 休眠預金になる旨の通知を受け、毎年 3 割程度が預金
者に払い戻されていますが、この額も年により異なります

※1

※2
預金保険機構

指定活用団体（全国統括）

資金分配団体（各地域で指定）

NPO等 NPO等 NPO等

預金者へ払い出し
（約 300 億円）


